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史料利用セミナーの開始

は
じ
め
に

平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
よ
り
、
外
交
史
料
館
で
は
当
館
が
所
蔵
す
る
外

交
記
録
の
利
用
促
進
の
た
め
、
研
究
や
学
習
に
外
交
史
料
を
利
用
し
た
い
と
の
関

心
を
持
っ
て
い
る
大
学
生
や
大
学
院
生
向
け
の
史
料
利
用
セ
ミ
ナ
ー
（
以
下
、「
本

セ
ミ
ナ
ー
」
と
す
る
）
を
開
始
し
た
。　

既
刊
の
『
外
交
史
料
館
報
』
で
も
参
照
可
能
な
よ
う
に
、
開
館
以
来
当
館
は
大

学
生
、
大
学
院
生
等
の
見
学
を
受
け
入
れ
て
き
た
実
績
が
あ
る
が
、
本
記
事
で
は
、

新
た
に
セ
ミ
ナ
ー
と
の
名
称
を
冠
し
て
見
学
受
入
れ
を
開
始
し
た
経
緯
、
具
体
的

な
実
施
内
容
、
類
縁
機
関
で
実
施
し
て
い
る
類
似
事
業
と
比
較
し
た
本
セ
ミ
ナ
ー

の
特
徴
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

利
用
促
進
事
業
の
公
的
要
請

当
館
が
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
始
し
た
背
景
に
は
、複
数
の
公
的
要
請
が
存
在
す
る
。

第
一
に
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
、
平
成
三
〇
年
五
月
一
八
日
一

部
改
正
。
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
す
る
）
は
、
第
三
章
第
二
節
「
利
用
の

促
進
」
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
等
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ

り
公
開
す
る
こ
と
、
他
の
機
関
か
ら
学
術
研
究
、
社
会
教
育
等
の
公
共
的
目
的
を

有
す
る
行
事
等
に
お
い
て
利
用
す
る
た
め
に
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
貸
出
し
を
実

施
す
る
こ
と
な
ど
を
記
載
し
、
当
館
を
含
む
国
立
公
文
書
館
等
が
様
々
な
手
段
で

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
の
促
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る

（
同
第
二
二
条
、
第
二
四
条
）。
上
記
の
他
、
本
セ
ミ
ナ
ー
に
関
連
す
る
内
容
と
し

て
同
第
二
三
条
で
は
、「
展
示
会
の
開
催
、
館
内
の
見
学
会
そ
の
他
の
取
組
を
行
い
、

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
利

用
者
か
ら
の
請
求
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
が
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
触
れ

る
機
会
を
数
多
く
用
意
す
る
こ
と
で
、
そ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
指

摘
し
て
い
る
。

第
二
に
、
外
交
記
録
の
公
開
を
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
外
務
省
が
制
定
し
た
「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」（
平
成
二
二
年
五
月
二

五
日
制
定
、
平
成
二
八
年
七
月
一
日
一
部
改
正
）
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
外
交
記

活
動
報
告史

料
利
用
セ
ミ
ナ
ー
の
開
始

　
　

総
務
班
／
編
纂
室
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録
公
開
推
進
委
員
会
に
よ
る
要
請
が
存
在
す
る
。
同
委
員
会
は
、
第
一
五
回
会
合

（
平
成
二
八
年
六
月
一
日
）
で
そ
れ
ま
で
の
外
交
記
録
公
開
の
「
成
果
と
課
題
」

を
、
さ
ら
に
二
年
後
の
第
二
一
回
会
合
（
平
成
三
〇
年
六
月
二
八
日
）
で
は
そ
の

後
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
新
た
な
「
成
果
と
課
題
」
を
取
り
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

双
方
の
「
成
果
と
課
題
」
に
お
い
て
、「
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
外
交
記
録
公
開
の

実
施
」「
利
用
者
の
裾
野
と
利
用
の
幅
を
拡
げ
る
」
と
い
っ
た
利
用
促
進
の
課
題
に

対
応
す
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た）

1
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
外
務
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
管
理
・
公

開
を
行
う
機
関
と
し
て
、
当
館
に
は
公
的
に
利
用
促
進
の
た
め
の
施
策
の
実
施
が

様
々
な
形
で
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
れ
ら
一
連
の
要
請

に
対
応
し
、
利
用
の
促
進
を
図
る
方
法
と
し
て
、
既
に
実
施
し
て
い
る
展
示
会
や

見
学
へ
の
対
応
に
加
わ
る
形
で
、
近
い
将
来
当
館
を
学
習
・
研
究
の
た
め
利
用
す

る
可
能
性
が
あ
る
大
学
生
・
大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、
外
交
記
録
に
関
す
る
知

識
や
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二　

本
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
原
則
と
し
て
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
単
位
で
の
受
入
れ
を
行
な

い
、
左
記
の
よ
う
な
内
容
を
中
心
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

（
一
）
当
館
の
沿
革
、
外
交
記
録
の
概
要
の
説
明

当
館
の
沿
革
や
事
業
内
容
、
外
務
省
に
お
け
る
外
交
記
録
の
作
成
・
保
存
・
公

開
の
経
緯
、
そ
の
史
料
的
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
概
要
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
説
明

の
際
は
、
背
景
的
な
知
識
と
し
て
、
公
文
書
管
理
制
度
や
、
国
立
公
文
書
館
・
宮

内
公
文
書
館
な
ど
の
類
縁
機
関
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
外
交
記
録
が
整
理
・
保
存
さ
れ
て
き
た
背
景
と
し
て
、「
書
類
整
備
の
完

否
は
結
局
、
外
交
の
勝
敗
を
決
す
る
」
と
い
う
石
井
菊
次
郎
元
外
務
大
臣
の
言
葉

に
触
れ
つ
つ
、
外
務
省
に
お
い
て
実
務
的
な
要
請
か
ら
外
交
記
録
が
保
存
・
整
理

さ
れ
て
き
た
こ
と
、か
か
る
経
緯
に
よ
り
外
交
記
録
が
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、

将
来
的
な
国
民
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
併
せ
て
説
明
し
て
い
る
。

（
二
）
原
本
史
料
の
説
明
・
閲
覧

当
館
が
所
蔵
す
る
外
交
記
録
の
中
か
ら
、
一
般
に
も
知
名
度
の
高
い
歴
史
的
事

件
や
人
物
に
関
連
す
る
も
の
、
外
交
記
録
が
幅
広
い
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
す
記
録
を
、
参
加
者
側
の
希
望
も
踏
ま
え
つ
つ
数
冊
選
択
し
、
史
料
説
明

を
行
っ
て
い
る
。
前
者
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
条
約
改
正
交
渉
、
日
露
戦

争
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
、
日
中
国
交
正
常
化
、
吉
田
茂
元
総
理
に
関
連
す
る
史

料
な
ど
を
、
後
者
に
つ
い
て
は
日
中
国
交
正
常
化
後
の
中
国
に
よ
る
パ
ン
ダ
の
寄

贈
、
日
本
人
移
民
に
関
連
す
る
史
料
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

説
明
に
あ
た
っ
て
は
、
内
容
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
文
書
の
材
質
や
決
裁
方
法
、

フ
ァ
イ
ル
の
作
成
・
整
理
の
さ
れ
方
な
ど
、
史
料
原
本
で
あ
る
か
ら
こ
そ
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
幅
広
く
説
明
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
ま
た
、
史

料
説
明
後
に
は
、
可
能
な
限
り
参
加
者
が
史
料
原
本
を
閲
覧
す
る
時
間
を
設
け
て
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い
る
。
歴
史
的
な
史
料
を
実
際
に
手
に
取
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
求
め
る
よ
う
な
関
心
を
高
め
る
効
果
を
意
図
し
て
い
る
。

（
三
）
所
蔵
史
料
の
検
索
方
法
の
説
明

閲
覧
室
等
で
史
料
検
索
の
際
に
利
用
す
る
目
録
な
ど
を
実
際
に
準
備
し
、
史
料

が
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
か
、
階
層
構
造
や
効
率
的
な
検
索
方
法
に
つ

い
て
、
事
例
を
取
り
上
げ
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
当
館
の
所
蔵
史
料
は
多
岐
に

渡
る
の
で
、
全
て
の
史
料
群
の
検
索
方
法
を
説
明
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
外
務
本
省
と
在
外
公
館
と
の
往
復
電
報
・
公
信
な
ど
を
整
理
し
た
主
要

な
所
蔵
史
料
で
あ
る「
外
務
省
記
録
」を
事
例
に
取
り
上
げ
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

（
四
）
そ
の
他
の
外
交
記
録
利
用
手
段
の
紹
介

当
館
利
用
の
事
前
調
査
を
行
う
場
合
、
あ
る
い
は
当
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
外
交
記
録
を
活
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
当
館
が
史
料
の
画
像
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
当
館
が
編
纂
・
刊
行
を
行
っ
て
い
る
外
交
史
料
集

『
日
本
外
交
文
書
』、
更
に
平
成
二
九
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
戦
後
外
交
記
録
の
特

別
審
査
フ
ァ
イ
ル
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
特
に
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
戦
後
外
交
記
録
の
デ
ー
タ
提
供
・
公
開
が

平
成
二
八
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
こ
と
、『
日
本
外
交
文
書
』
は
、
当
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
日
本
外
交
文
書
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
電
子
版
を
公

開
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
巻
が
閲
覧
可
能
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る) 2

(

。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
利
用
手
段
を
説
明
す
る
際
は
、
原
本
史
料
と
同
一
の
文
書
を

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
様
々
な
手
段
を
並
行
利
用
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
補
足
的
に
説
明
し
て
い
る
。

（
五
）
別
館
展
示
室
、
本
館
ロ
ビ
ー
の
見
学

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
基
本
的
に
閲
覧
室
の
利
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
が
、
別
館
展
示
室
、
及
び
本
館
ロ
ビ
ー
に
は
、
幕
末
か

ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
時
期
を
中
心
と
し
て
、
日
本
外
交
の
足
跡
を
示
す
代

表
的
な
条
約
書
、
国
書
・
親
書
、
外
交
文
書
等
の
ほ
か
、
吉
田
茂
元
総
理
の
遺
品
、

関
係
史
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
外
交
史
自
体
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
説
明
者
つ
き
の
展
示
見
学
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

（上）原本史料の説明風景
（下）原本史料の閲覧風景
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に
組
み
入
れ
て
い
る
。

見
学
説
明
の
際
に
は
、（
二
）
で
記
し
た
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
史
料
原

本
と
展
示
物
と
の
関
係
を
説
明
す
る
な
ど
、
連
動
す
る
形
で
参
加
者
の
関
心
を
引

く
説
明
と
な
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

（
六
）
そ
の
他

参
加
者
側
の
希
望
に
応
じ
て
、
上
記
の
内
容
の
他
に
、
閲
覧
室
の
見
学
や
、
史

料
検
索
方
法
の
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

三　

他
機
関
事
業
と
の
比
較

本
セ
ミ
ナ
ー
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
他
の
類
縁
機
関

が
実
施
し
て
い
る
各
種
利
用
促
進
事
業
に
つ
い
て
概
要
と
特
徴
を
整
理
し
た
い
。

（
一
）
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
各
種
見
学
（
ツ
ア
ー
）

国
立
公
文
書
館
は
同
館
の
業
務
（
利
用
、
保
存
、
修
復
、
展
示
等
）
を
紹
介
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
機
関
、
民
間
企
業
、
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
様
々

な
団
体
の
見
学
を
受
け
入
れ
る
と
共
に
、
個
人
が
参
加
で
き
る
ツ
ア
ー
を
様
々
な

層
向
け
に
実
施
し
て
い
る) 3

(

。

同
館
の
事
業
は
、
広
く
館
の
業
務
を
一
般
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
利
用
者
が
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
書
庫
、
修

復
室
な
ど
へ
の
見
学
な
ど
を
各
種
ツ
ア
ー
に
盛
り
込
む
な
ど
、
一
般
の
興
味
関
心

を
引
く
工
夫
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
前
出
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
二

三
条
に
即
し
た
取
組
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、
実
際
に
所
蔵
史
料
を
利
用

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
閲
覧
体
験
は
、
大
学
生
向
け
の
ツ
ア
ー
な
ど
で
一
部
に
盛

り
込
ま
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る) 4

(

。

（
二
）
埼
玉
県
立
文
書
館
に
お
け
る
学
習
支
援
活
動

埼
玉
県
立
文
書
館
は
、
平
成
二
五
年
度
よ
り
三
年
間
の
期
間
、
埼
玉
県
高
等
学

校
教
育
課
程
改
善
委
員
会
地
理
歴
史
部
会
に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
同
館
職

員
と
高
校
地
歴
科
教
員
が
協
力
し
て
、
教
員
が
設
定
し
た
授
業
の
テ
ー
マ
に
即
し

た
所
蔵
史
料
を
同
館
館
員
が
準
備
し
、
生
徒
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
な
が
ら
、
史

料
原
本
の
コ
ピ
ー
の
読
解
や
、
相
互
に
史
料
の
内
容
説
明
を
行
わ
せ
る
取
り
組
み

（上・下）別館展示室の案内
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を
実
施
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
、
平
成
二
八
年
二
月
六
日
に
は
同
館
に
て
高

校
生
が
史
料
原
本
の
読
解
を
体
験
す
る
「
埼
玉
県
高
校
生
文
書
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
て
い
る) 5

(

。

同
館
の
事
業
は
、
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
教
員
の
指
導
力
の
向
上
や
文
書

館
の
利
用
促
進
と
い
う
目
的
を
掲
げ
た
も
の
で
、
長
年
に
わ
た
り
各
地
方
自
治
体

の
公
文
書
館
が
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
学
習
支
援
活
動
を
、
一
段
と
意
欲
的
に

推
進
し
た
一
例
と
い
え
る
。
教
育
成
果
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
読
解
の
容
易
で
は

な
い
史
料
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
達
成
感
を
得
て
い
た
こ
と
や
、
歴
史
や
文

書
館
へ
の
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
が

史
料
を
利
用
す
る
意
欲
自
体
を
刺
激
す
る
点
に
、
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う) 6

(

。

（
三
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
大
学
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、国
の
機
関
が
保
管
す
る
ア
ジ
ア
歴
史
資
料（
原

資
料
）
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す
る
電
子
資
料
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
と
し
て
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
そ
の
取
り
組
み
の
紹
介
を

国
内
外
に
行
っ
て
い
る
。
特
に
大
学
生
向
け
に
は
、
東
京
大
学
な
ど
の
大
学
に
お

い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
例
と
し
て
そ
の
利
用
方
法
を
職
員
が

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
講
習
を
行
っ
て
い
る) 7

(

。

同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
大
学
な
ど
の
場
所
に
出
向
き
、
そ
の
場
で
史
料
画
像

を
見
せ
な
が
ら
利
用
方
法
を
説
明
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

場
所
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
特
性
を
活
か

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
つ
の
取
り
組
み
を
参
考
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
、
い
ず
れ
の
機
関
の
事
業
も

利
用
促
進
と
い
う
目
標
は
同
じ
だ
が
、
一
方
で
ア
プ
ロ
ー
チ
や
対
象
と
す
る
層
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

具
体
的
に
当
館
の
セ
ミ
ナ
ー
を
各
館
の
取
り
組
み
と
比
較
し
た
場
合
、
下
記
の

よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。（
１
）
公
文
書
に
つ
い
て
一
般
の
興
味
関
心
に
訴
え

る
こ
と
に
重
点
を
置
く
国
立
公
文
書
館
の
各
種
ツ
ア
ー
と
比
べ
、
所
蔵
史
料
の
学

習
・
研
究
へ
の
利
用
と
い
う
実
践
的
な
要
素
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。（
２
）
高
校

の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
密
接
に
連
携
し
た
埼
玉
県
立
文
書
館
の
学
習
支
援
活
動

に
比
べ
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
様
々
な
形
で
大
学
等
の
講
義
に
組
み
込
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。（
３
）
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
特
性
を
活
か
し
た
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
比
較
し
て
、
実
際

の
史
料
に
触
れ
る
こ
と
で
異
な
っ
た
学
習
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以

上
の
点
か
ら
、
学
習
・
研
究
な
ど
の
機
会
に
、
外
交
記
録
に
何
ら
か
の
形
で
ア
ク

セ
ス
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
広
く
提
供
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み

と
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

四　

セ
ミ
ナ
ー
の
実
績
と
今
後

本
号
刊
行
の
時
点
で
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
回
数
は
一
〇
校
、
一
一
回
と
な
っ

て
い
る
。
参
加
し
た
学
生
の
学
年
は
大
学
学
部
一
年
生
か
ら
大
学
院
修
士
課
程
ま

で
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
専
攻
分
野
は
日
本
史
、
日
本
外
交
史
、
国
際
政
治
、
教
養
課
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程
（
専
攻
未
選
択
）
な
ど
、
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
得
ら
れ
た
感
想
を
確
認
す
る
限
り
で
は
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
ね
ら
い

で
あ
る
、
外
交
記
録
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
の
性
質
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
、記
録
を
残
す
こ
と
の
意
義
、史
料
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
な
ど
の
点
で
は
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と
や
、
何
ら
か
の
形
で

外
交
記
録
を
利
用
し
た
い
と
の
反
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
て
い
る
。ま
た
、

職
員
か
ら
の
説
明
の
時
点
で
は
強
い
関
心
を
示
し
て
い
な
い
参
加
者
も
、
実
際
に

史
料
に
触
れ
る
こ
と
で
、自
ら
史
料
の
興
味
を
引
く
点
を
発
見
し
て
関
心
を
高
め
、

積
極
的
に
職
員
に
質
問
や
感
想
を
述
べ
る
様
子
が
見
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る

な
ど
、
史
料
原
本
を
実
際
に
読
む
こ
と
、
触
れ
る
こ
と
が
説
明
の
み
の
見
学
以
上

の
印
象
を
与
え
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

ま
た
感
想
の
中
に
は
、
補
修
作
業
な
ど
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
組
み
込
む
こ
と
を
求
め
る
意
見
や
、
よ
り
個
別
具
体
的
な
史
料
検
索
方
法
の

講
習
を
組
み
込
む
こ
と
を
求
め
る
意
見
、
さ
ら
に
個
人
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。
全
て
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
に
は
課
題
も
少

な
く
な
い
が
、
個
々
の
要
望
に
可
能
な
限
り
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
柔
軟
性
を
も
っ

て
本
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
見
直
し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
、
外
交
記
録
の
活
用

の
裾
野
を
拡
げ
、
利
用
の
促
進
を
実
現
す
る
と
い
う
本
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
に
添
う

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
文
責　

浜
岡
）

注（
1
）
外
交
記
録
公
開
推
進
委
員
会
（
外
務
省
）

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/public/suishiniinkai.htm
l
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2
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
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https://w
w
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.jacar.go.jp/

特
別
審
査
フ
ァ
イ
ル
公
開
ペ
ー
ジ
（
外
交
記
録
公
開
の
概
要
：
外
務
省
）
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ofa.go.jp/m
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日
本
外
交
文
書
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
外
務
省
） 

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/shiryo/archives/

（
3
）
国
立
公
文
書
館
見
学
（
ツ
ア
ー
）
の
ご
案
内
（
国
立
公
文
書
館
）

http://w
w
w
.archives.go.jp/about/activity/application_tour.htm

l

（
4
）
筧
雅
貴
「『
国
立
公
文
書
館
体
験
ツ
ア
ー
』
実
施
報
告
」『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
五
二
号
（
平

成
二
六
年
三
月
）。

（
5
）
新
井
浩
文
「
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
資
料
を
用
い
た
授
業
モ
デ
ル
」『
文
書
館
紀
要
（
埼

玉
県
立
文
書
館
）』
第
三
〇
号
（
平
成
二
九
年
三
月
）。

（
6
）
新
井
、
前
掲
。
各
地
の
学
習
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
梅
原
康
嗣
「
公
文
書
館
に
お

け
る
学
習
支
援
活
動
に
つ
い
て
」『
北
の
丸
（
国
立
公
文
書
館
）』
第
四
九
号
（
平
成

二
九
年
三
月
）。

（
7
）
ア
ジ
歴
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）。
特
に
第
二
〇
、
二
三
、

二
六
の
各
号
を
参
照
。https://w

w
w
.jacar.go.jp/new

sletter/index.htm
l


